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組合員数  4,750 人 

組織概要 【牛久センター】 
牛久市猪子町 992-676 
TEL 029-872-7521 
FAX 029-872-7523 
 

【水戸センター】  
水戸市元石川町 302-12 
TEL 029-291-8280 
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最近インタ

ーネット注文で再確認しな

かったばかりに数量が1桁

違いで(>_<)たくさん届き

あせりました！いつも配達

してくれる○○さんに「買

ってくれる人、お声かけし

ますよ～」と言われとても

安心しました(^.^) 

（水戸南 坂本佳奥） 

 

つくばみらい市

での新システム説明、一斉討議に

参加してきました。牛乳離れを危

惧していましたが、毎月 1,000

本減の現状に危機を覚えました。

牛乳だけでも取り組んでくれる

ママ友探し、がんばります！ 

（つくばみらい 小田切奈穂） 
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班組合員数 2,406 人 12月 世帯利用額 32,989 円

個配組合員

数

2,416 人 12月 総 利 用 高 159,400千 円

班 数 382 班 11月 世帯出資額 118,375 円

茨城の米生産者「丸エビ倶楽部」とは1988年に提携を

開始。品目は人参やサツマイモ等の根菜類やトマトといっ

た３～4品目くらいでした。 

米の取組みは1994年から。現在は交流会や学習会、援

農活動など農業を体験する多くの機会を得ています。 

 

2月、いつもなら米登録活動が始まる時期です。米

協議会をとおして種籾数量を依頼、田んぼでは田おこ

しが始まっている頃です。私たち組合員はこのあと新

年度になって配られる登録用紙で秋収穫予定の米利

用を約束して来ました。 

今までに米登録を通してできたことは…、地産地消

と持続型農業の推進、適地適作の米づくり、栽培方法

の公開、特別栽培米の取組み、生産原価の公開、産地

を知る活動、生産体験、ＧＭＯフリーゾーン活動、放

射能測定などなど…、これらの活動は市場での問題点

（産地偽装やブランド米・輸入米への懸念、米ばなれ

など。昨年からはＴＰＰに対しても不安が広がってい

る）を解決すべく、米生産者「丸エビ倶楽部」と提携

を深め行ってきたものです。 

（2014年１2月末） 
組合員数  4,822人 
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▼新システムに伴い、いろいろなお知ら

せが入って来る。今まで班長にお任せの

部分が多かったけどこれからは「私」

個々の関わりが重要だ。必要な情報が盛

りだくさん、でも活字だけではわかりず

らい。だからこそ「事前予約会」には情

報の共有化を図るためにも班の人や友

だち誘って参加して欲しいですね。  Ｍ 

０ 

昨年春に登録した14年産米も、新システムに移行

します（確認のためにお知らせがとどきます）。「げん

き米」は新システムの予約登録制度＝「よやくらぶ」

では、定期予約＝｢安心よやくらぶ｣の欄で登録するこ

とができます。 

消費委員会では、毎年行ってきた米登録活動を今年

も同じように、4・5 月に取組みたいと計画していま

す。「げんき米」を食べることは、この茨城の地で安

心できる米産地を維持することに繋がります。さらに

広がっていくことをもねがって。 

 

✤✼✻       ✻❉✤ 

少々値は張ります〇〇ま  

が、だしは天然が一番だ

と思います。手間がかか

りそうに感じますが、昆

布は水に入れて弱火でゆ

っくり加熱するだけで

す。高血圧やコレステロ

ールの低下に作用するな

んていいことづくめです

ね。（つくば 松尾舞子） 

 

我が家で常備し

ているみついし昆布、だし

にしてもよし、食べてもよ

し。そして何より更年期の

症状に少し苦しんでいる私

にとって高血圧やコレステ

ロールの低下に作用すると

の事。日々の食生活にどん

どん取り入れようと思いま

した。（笠間 城 綾子） 

 
こぼれ話 コンビニ惣菜に健康マーク 

調理済みの食品を主食、主菜、副菜の3

色で表して健康な食生活を…という考え

なのでしょうが、消費者がどんどん頭を

使わなくしていく制度だと思います。自

分の体が何でできているかを考えずにた

だ食べ物の形をしている加工物を口に入

れ続けるというのは、食品添加物の問題

以前に思考停止の消費者を増やしていく

危険な考えです。  （つくば Ｅ・Ｎ） 

 
GMダイズ試験栽培ほ場視察 

ＧＭ作物の試験栽培が茨城県内で

そんなに多くされていることを知

りませんでした。市場にはすでに

輸入GM作物が大量に出回っていて

気付かず口にしている日本の消費

者のことを思うと、他の先進国（EU

等）より無知・無関心なのに、そ

れにすら気づいていない気がして

危機感を感じます。しかし、生活

クラブの組合員が意識を高くして

地道に取り組みをしていくことで

こういった流れに歯止めがかかれ

ばよいと思います。 

（ひたちなか 井坂理恵子） 

 

一斉討議 

みついし昆布 

◆無農薬じゃないのね？ 
げんき米は「減農薬・無化学肥料」。県内慣行栽培では

約 16 成分の農薬を使用しますが、8 成分で申請。ほと

んど5成分以下で栽培されています。 

 
◆放射能検査体制は？  
10 生産者が出荷している各品種について検査を実

施。土壌、収穫前の稲についても検査。生活クラブ

の自主基準は10㏃/㎏以下。（国の基準は100㏃/㎏） 

 

茨城では米取組み方針として「げんき米」を中心に

登録して食べていきます。加えて生活クラブ全体でよ

り大きな産地形成を目指すことも必要と考え「連合産

地米」を取組みます。 

※特集ページでも予約登録制度を取り上げています。 

◆1号「ゆめひたち」 
コシヒカリの粘り強さとササニシキの柔らかさを受け継

ぎ、冷めても美味しいお弁当やおにぎりに適していま

す。茨城の風土に合った品種です。 

◆2号「コシヒカリ」 

粘りが強く、柔らかさ・甘み・香り・つやのバランスが良

く、味の濃い料理と一緒でもおかずの味に負けない品

種です。 

◆コシヒカリ玄米（10㎏） 
2号「コシヒカリ」を玄米で供給します。 

※天候の影響に備え2品種育てる 

ことで全滅を防ぎます。 

もうじき新システムが始まる！ 
 
3/23 の週に提出する申し込み 

から、 翌週配達になります。 

 

翌週配達は便利だけど、生産者には 

負担なのでは？という声が一斉討議 

でたくさん聞かれました。   

 

 

 

そこで、新たに登場するのが 

「よやくらぶ」制度！ 
３種類あるよ (４５面特集をみてね) 

 
   予約登録制度により、生産者は 
中長期的な安定生産ができます。 

 
 

 

なにはともあれ、 

まずは２月から始まる 

｢事前予約登録｣をしよう！ 

 
 
 
 
 
 

昔は４週注文で 

書くのが大変だった 

けど、 これぞまさ 

しく予約共同購入 

だったわね！ 

 

ただし、予約登録した消費材の 
配達は 5 月からです～ 


